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【手続補正書】
【提出日】平成29年11月29日(2017.11.29)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項１】
　外観部材の内部に別体の通水路部材が取付けられるシャワーヘッドであって、
２つ以上の別体の通水部部材を連結し、供給された湯水が通水される通水路が形成される
通水路部材と、
内部に前記通水路部材を固定する外観部材と、
前記通水路部材を、２箇所以上の位置で前記外観部材に固定する固定部と、を備え、
前記通水路部材の前記通水部部材は、２箇所以上の位置の前記固定部の間において前記通
水部部材同士を接続し、且つ前記通水部部材の変形量を吸収する吸収機構を形成している
、
ことを特徴とするシャワーヘッド。
【手続補正２】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項２】
　前記通水路部材の前記通水部部材は、前記固定部により前記吸収機構内の適正位置に配
置され、
　前記吸収機構は、前記通水部部材が前記適正位置に対して縮んだときにも、前記通水部
部材同士が接続された接続部分での水密性が維持され、且つ前記通水部部材が前記適正位
置に対して伸びたときにも前記通水部部材の変形量を吸収することができる請求項１に記
載のシャワーヘッド。
【手続補正３】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項５】
　前記吸収機構は、前記通水部部材が適正位置から伸びたときに前記通水部部材同士の間
に通水方向の隙間が残るような、先端側の伸び吸収しろと、前記通水部部材が前記適正位
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置から縮んだときに前記通水部部材同士が接続された接続部分での水密性が維持されるよ
うな、基部側の縮み吸収しろと、を備え、前記伸び吸収しろは、前記縮み吸収しろよりも
大きくなるように形成されている請求項１乃至４の何れか１項に記載のシャワーヘッド。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　本発明において、好ましくは、通水路部材の通水部部材は、固定部により吸収機構内の
適正位置に配置され、吸収機構は、通水部部材が適正位置に対して縮んだときにも、通水
部部材同士が接続された接続部分での水密性が維持され、且つ通水部部材が適正位置に対
して伸びたときにも通水部部材の変形量を吸収することができることを特徴としている。
　このように構成された本発明においては、吸収機構は、通水部部材が適正位置に対して
縮んだときにも接続部分での水密性が維持され、且つ通水部部材が適正位置に対して伸び
たときにも通水部部材の変形量を吸収することができるように、通水部部材同士を接続す
る接続機構を形成している。従って、このような吸収機構により、比較的簡易な構成によ
り、通水路部材の変形量と外観部材の変形量との違いを吸収することができる。よって、
固定部において通水路部材の変形量と外観部材の変形量とが異なることにより、固定部に
応力が発生し、その結果、外観部材の表面上に設けられためっきの割れ・剥がれ等の破損
、又は通水路部材の破損が発生してしまうことを防止することができる。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　本発明において、好ましくは、さらに、吸収機構は、通水部部材が適正位置から伸びた
ときに通水部部材同士の間に通水方向の隙間が残るような、先端側の伸び吸収しろと、通
水部部材が適正位置から縮んだときに通水部部材同士が接続された接続部分での水密性が
維持されるような、基部側の縮み吸収しろと、を備え、伸び吸収しろは、縮み吸収しろよ
りも大きくなるように形成されている。
　このように構成された本発明においては、好ましくは、吸収機構は、伸び吸収しろが縮
み吸収しろよりも大きくなるように形成されているので、通水部部材が適正位置に配置さ
れた常温状態からの温度変化が比較的大きい比較的高温の湯水が通水路部材内に通水され
て通水路部材が膨張する比較的大きな伸びを吸収することができ、さらに常温状態からの
温度変化が比較的小さい比較的低温の湯水が通水路部材内に通水されて通水路部材が収縮
する比較的小さな縮みを吸収することができる。
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